
令和６年９月２日  令和６年度 第７号 

９月を制するもの・・・  校長 大瀧 訓久 
夏休みが終了し、今日から学校が再開されます。夏休み前にお願いした“３つの落とすな”を覚

えていますか。「学力、落とすな」「品格、落とすな」「命、落とすな」の３つです。皆さんの姿を

見て、一番大切な「命」が確認でき、ホッとしています。残りの「学力」と「品格」は、今後の皆

さんの学校生活やテストなどを見て判断していきたいと思います。 

これからの４ヶ月間は、皆さんにとってとても大切になってきます。以前私が、「中学２年の一

年間を制するものが、中学３年間を制する」と言ったのを覚えているでしょうか。中学１年の一年

間は中学校に慣れ、「児童から生徒へ」すなわち「自分で判断して行動する」ことを身につける一

年間です。そして、次の中学２年の一年間は、自分の実力・体力・精神力をとことん伸ばす一年間

です。そして、最後の中学３年は、今まで伸ばしてきた力をしっかりと発揮する一年間になります。

これと同じ事が一年間（１２ヶ月）の中でも言えます。現在、足立区では前期と後期の二期制にし

ていますが、以前は、４月から７月までを１学期、９月から１２月までを２学期、１月から３月ま

でを３学期という三学期制をとっていました。都立高校も三学期制をとっています。それで言うと、

夏休み明けの今日から「２学期」がスタートになります。「１は慣れる、２は伸ばす、３は発揮す

る」の順番です。一年間で一番長い学期である「２学期」にどこまで実力などを伸ばせるかがとて

も重要になります。９月の行事予定表を以下に掲載しました。行事やテストが密に入っています。

運動部の大会も９月に予定されると思います。厳しい残暑の日々が続きそうですが、この忙しい「９

月を制するものが２学期を制するもの」になると思います。『２』の時期を大切にしてください。 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

9/1 

 

休日 

2 

全校集会 

専門委員会 

3 

中央議会 

4 5 6 

３年：修学旅行

事前指導 

 

7 

３年：修学旅行 

奈良泊 

8 

３年：修学旅行 

京都泊 

9 

３年：修学旅行 

 

10 

３年：振休 

11 

３年：振休 

１年：自然教室

事前指導 

12 

１年：自然教室 

新潟県・魚沼泊 

13 

１年：自然教室 

新潟県・魚沼泊 

14 

１年：自然教室 

15 

 

休日 

16 

 

敬老の日 

17 

１年：振休 

18 

小中連携研修 

19 

期末考査 

英・理・社・音 

〈給食なし〉 

20 

期末考査 

国・数・技家・保体 

21 

 

休日 

22 

 

秋分の日 

23 

 

休日 

24 
３年：実力テスト 

避難訓練 

 

25 

連陸出場選手

壮行会 

26 

連合陸上大会 

舎人競技場 

27 

役員選挙 

リハーサル 

28 

 

休日 

29 

 

休日 

30 

生徒会 

役員選挙 

学校公開始 

(～10/5午前) 

10/1 

 

都民の日 

2 3 
３年：進路説明会 

4 

英語検定 

5 

土曜授業 
学習コンテスト 

学校説明会 

11:00～ 

 東島根中校長雑感     足立区立東島根中学校 



 

 

【第１０６回全国高校野球選手権大会 選手宣誓】 

宣誓 僕たちには、夢があります。ここ甲子園で、日本一になることです。 

 １００年前、この地に甲子園球場が誕生し、それ以来、全国の球児は、ここでプレーすることを

夢見てきました。多くの偉大なプレーヤーたちも、その思いは同じでした。 

 青春の全てをかけて、ユニホームを真っ黒にしながら、汗もぬぐわず、ひたむきに白球を追いか

ける先輩たちの姿は、見る人たちを感動させ、いつしか、ここ甲子園は聖地と呼ばれるようになり

ました。 

 あれから、ちょうど１００年経った今、僕たちはここに立っています。 

 僕たちには、夢があります。この先の１００年も、ここ甲子園球場が、聖地であり続けること。

そして、僕たち球児の、憧れの地であり続けることです。 

  「 努力したとしても、報われるとは限らない。 

しかし努力しなければ、報われることはない 」 

この言葉に励まされ、僕はここに立つことができました。そして、これからもこの言葉を胸に、最

後まで戦い抜いていきます。 

 この聖地で思う存分プレーできることに感謝を忘れず、僕たちのプレーが多くの人々に、希望と、

勇気と、感動を与えられることを願って、全力でプレーすることを誓います。 

 

令和６年８月７日                    選手代表 智弁学園和歌山高等学校野球部主将 辻旭陽 

 

 

素晴らしい「選手宣誓」でした。「努力したとしても、報われるとは限らない。しかし努力しな

ければ、報われることはない」という言葉はイチロー選手から指導を受けた時にいただいた言葉だ

そうです。準優勝した東東京代表の関東第一高校は春の選抜大会で守備のミスで一回戦負けした後、

徹底的に守備を強化したそうです。だからこそ、準決勝９回裏二死からの「奇跡のバックホーム」

が生まれたのだと思います。これぞ、努力の成果です。また、今年の夏は、パリ五輪でも多くの感

動をもらうことができました。勝利しても敗れても全力で取り組む姿勢が多くの人たちに感動を与

えました。中途半端な取組では感動は生まれません。何度も言います「一生懸命が感動を生む」の

です。そして、その一生懸命な取組は自分自身にとっては最高の宝物（経験）になります。 

スポーツには力があります。スポーツと同じように、芸術や文学にも大きな力があります。世界

規模の大惨事が起きる前に、スポーツ・芸術・文学の力で、平和でよりよい世界の実現を目指して

いきましょう。 

 

 

 

 

◎7/28 スポーツ大会競技運営補助ボランティア  １年３組生徒 ２名 

◎8/5 吹奏楽部  第64回東京都中学校吹奏楽コンクール 銅賞 

◎テニス部  ２年２組生徒  第51回東京都中学校新人テニス選手権大会出場 

祝 準優勝！ 東東京代表・関東第一高等学校 

表 彰 ・ 活 躍 生 徒  


